
『撰集抄』読解の試み

と

『
撰
集
抄
』
読
解
の
試
み

は
じ
め
に

1

出
典
注
記
の
問
題
　
及
び
　
巻
ニ

ー
一
話
「
一
和
僧
都
　
春
日
託
宣
」

森
　

瀬
　
代
士
枝

お
よ
そ
『
閑
居
友
』
を
読
み
『
撰
集
抄
』
に
目
を
通
す
ほ
ど
の
読
者
な
ら
ば
、
こ
の
両
書
に
共
通
し
て
そ
の
名
の
見
え
る
『
遊
心
集
』

い
う
書
物
に
関
心
を
持
つ
に
違
い
な
い
。

『
閑
居
友
』
に
は
一
箇
所
、
巻
上
第
一
〇
話
に
、
道
希
法
師
説
話
を
載
せ
る
書
物
と
し
て
『
遊
心
集
』
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る

。

『
撰
集
抄
』
で
は
巻
九
－

六
話
に
、「
以
往
、
『
高
僧
伝
』
を
見
侍
し
に
」
（
4
8
9
0
行
）
と
い
う
前
置
き
を
伴
っ
て
道
希
法
師
説
話

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
説
話
に
続
く
評
論
部
末
尾
に
「
此
こ
と
、
『
遊
心
集
』
に
も
か
た
ば
か
り
載
て
侍
り
き
」
（
4
9
1
6
～
4
9

1
7
行
）
と
出
て
い
る
他
、
巻
一
－

八
話
・
巻
ニ
ー
一
話
・
巻
四
－
五
話
に
『
遊
心
集
』
と
い
う
書
名
が
見
ら
れ
る
。

『
閑
居
友
』
と
『
撰
集
抄
』
と
は
直
接
関
係
が
あ
り
、
『
撰
集
抄
』
に
『
閑
居
友
』
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
現
在
認
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四

五



四
六

『
遊

心
集
』
は

、
『
閑

居
友
』

の
側

か
ら
左

の
よ
う
に
目

さ
れ
て

い
る
。

「

遊
心
集
」

は
現

在
、
侠

書
で
あ

る
。
「
本
朝

書
籍
目

録
」
に

そ
の
名

は
見
え
な

い

が
、
「
閑
居

友
」

に
は
一
箇

所
、
「
撰
集
抄

」
に
四

箇
所

、
そ

の
書
名
と

所
載

説
話

が
引

か
れ
て

い
る

。
（
略

ブ
：

「
発

心
集
」
「
閑
居

友
」
「
撰
集

抄
」
な

ど
に
近

い
内

容
と

ス
タ
イ

ル
と
を

も

っ
た
仏
教
説

話
集

で
あ

っ
た
と
想
像

さ
れ
る
。
（
美
濃
部

重
克
　

中
世

の
文
学

『
閑

居
友
』
解

説
　
3
3

～
3
4

頁
）

未

詳
。
扶

書
か
。
本

話
（
『
閑
居

友
』
巻
上

第
「

○

話
道

希
法

師
説
話
」
は
源

泉
の
大

唐
西

域
求
法
高

僧
伝
と

は
相
違

点

が
あ

り
、
引

用

の
誤
り
で

な

い
と
し
た

ら
、
直
接

に
は
こ

の
遊

心
集
に
拠

っ
た
と

も
考
え

ら
れ
る
。

仏
教
説

話
集
で

あ
ろ
う

か
。
（
小
島
孝

之
　

新
日

本
古

典
文
学
大
系

『
閑
居
友

』
脚
註
　
3
8
4

頁
）

本

稿
で
は
、
『
撰
集

抄
』
の
側

か
ら

『
遊

心
集
』
に

つ
い
て
考
え

た
い
。
そ
の
結
果

を
見
て
、
『
撰
集

抄
』
を
読

む
に
適
当

な
視
点
を

改

め
て

定
め
、
巻
ニ

ー
一

話
「
一
和
僧

都

春
日

託
宣

」
の
読
解

を
試
み
た

い
。

『
撰
集

抄
』
は
、
引

用

の
和
歌
、

経
文
、

短
詞
句

、
小
挿

話
な
ど

に
も
出
典

名
を
記
し

て

い
る

が
、
『
遊

心
集
』

と

い
う

書
名
は
、
四

箇
所
と
も

説
話
部
の
典

拠
と
し
て
名

が
出
て

い
る
と
読
み
取

る
こ
と

が
で

き
る
。
他

に
、
説
話
部

の
出
典
と
し

て
ど
め
よ
う

な
書
名

が
あ

げ
ら
れ
て

い
る
だ
ろ
う

か
。

『
撰
集
抄

』
は
朧
化
し

た
記
述
を
し

て

い
る
の
で
、
出
典

の
如
く
記

さ
れ
た
書
名
で

も
、
果

た
し
て

説
話
部
全
体

の
典
拠
で

あ
る
の
か
、

説
話
の
一
部

の
出
典
で

あ
る
の

か
、
評
論
部

の
内
容
を
も

含
む
も

の
か
、
判
然
と
し

な
い
と
こ

ろ

が
あ

る
。
説
話
の
典
拠

で
あ

る
の
か
詞

句
の
出
典
で

あ
る

の
か
紛
ら
わ
し

い
例
も
あ

る
。
『
撰

集
抄
』

の
あ
げ
る
説

話
部
の
出
典

の
書
名
は
、
『
遊

心
集
』
の
他

確
か
な
と
こ

ろ
で



読解の試み『撰 集 抄 』

は
左
の
よ
う
に
な
っ
た
。

江
帥
の
往
生
伝
（
巻
一
－
三
話
）
、
拾
遺
抄
（
巻
六
―
十
話
）
、
拾
遺
伝
（
巻
七
－
三
話
）
、
高
僧
伝
（
巻
九
－

六
話
）

岩
波
文
庫
『
撰
集
抄
』
書
名
索
引
に
は
二
十
三
の
書
名
が
記
さ
れ
る
が
、
説
話
部
分
の
典
拠
に
限
る
と
『
遊
心
集
』
の
他
で
は
右
の
四

例
で
あ
る
。

さ
て
、
往
生
伝
、
拾
遺
抄
、
拾
遺
伝
、
高
僧
伝
、
こ
れ
ら
の
単
語
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
、
固
有
名
詞
で
は
な
く
普
通
名
詞
で
は
な
い

か
と
疑
問
が
生
じ
る
。
固
有
名
詞
と
普
通
名
詞
の
区
別
に
つ
い
て
『
日
本
文
法
事
典
』
（
有
精
堂
）
は
「
か
な
り
便
宜
的
な
面
が
み
ら
れ

る
。
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
一
方
か
ら
他
方
へ
転
換
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
」
（
1
5
1
頁
）
と
言
い
、
「
普
通
名
詞
と
は
、
同
じ
性

質
を
有
す
る
事
物
を
I
ま
と
め
に
し
て
名
づ
け
た
こ
と
ば
」
「
固
有
名
詞
は
、
同
じ
類
の
中
の
特
定
の
事
物
を
他
と
区
別
し
て
示
す
こ
と

ば
」
と
説
明
す
る
。
『
国
語
学
研
究
事
典
』
で
は
～
普
通
名
詞
は
事
物
の
属
性
を
表
現
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
事
物
を
指
し
示
す
の
に
対
し

て
、
固
有
名
詞
は
事
物
の
属
性
を
表
わ
す
こ
と
は
な
く
、
単
に
個
物
に
直
結
し
て
い
る
」
（
1
3
0
頁
）
と
説
明
し
て
い
る
。

先
の
四
語
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

往
生
伝
と
い
う
語
は
、
「
主
に
阿
顛
陀
や
顛
勒
の
信
仰
に
よ
っ
て
往
生
し
た
人
に
つ
い
て
、
略
歴
、
信
仰
生
活
、
臨
終
の
様
子
や
瑞
相

の
こ

と
を
記
し

、
編
集
し

た
も
の

の
総
称
」
（
日
本
国
語

大
辞
典
）
で

あ
る
か
ら
、

普
通
名

詞
で

あ
る
。

高
僧
伝
と

い
う

語
は
、
「
名
僧

、
学
僧

の
伝
記
を
編
ん

だ
書
」
（
日
本
国
語
大

辞
典
）

の
意
味
な
ら

ば
、
普
通
名

詞
と
な

る
。

拾
遺
抄

と
い
う
語

社
、〈一
一
つ

の
普

通
名
詞

「
拾
遺
」
と

「
抄
」
の
複
合

語
で
、
普
通

名
詞
と
考
え

ら
れ

る
。
『
国

書
総
目
録
』
に
は
、『
往

生
論
註
拾
遺
紗
』
『
麗
気
記
拾
遺
妙
』
他
の
『

遺

－
　

－

－
　
　

－

拾

遺

抄

（

妙

）
』

と

い

う

書

名

、

『

拾

遺

歌

苑

抄

』

『

拾

遺

古

今

和

歌

抄

』

他

の

『

拾

抄
』
と
い
う
書
名
が
見
ら
れ
る
。
何
の
「
拾
遺
」
か
、
「
拾
遺
」
の
意
味
ま
た
「
抄
」
の
意
味
如
何
に
よ
っ
て
、
拾
遺
抄
と
い
う

四
七

語
の
意
味

は
変
わ
る
も

の
と
思
わ

れ
る
。



拾
遺
伝
と
い
う
語
は
、
容
易
に
用
例
を
見
出
せ
な

四

八

い
。
先
の
三
語
は
辞
書
の
見
出
し
語
と
な
っ
て
い
る
が
、
拾
遺
伝
は
辞
書
に
載
ら
な

い
。
拾
遺
往
生
伝
の
略
称
、
あ
る
い
は
別
称
と
し
て
普
通
に
用
い
ら
れ
た
も
の
か
、
確
証
を
得
て
い
な

（
5

）

い
。
拾
遺
抄

の
よ
う

に
は
、
そ

の

名
を

題
名

と
す

る
作

品

が
知
ら
れ
て

い
な

い
よ
う
で

あ
る

。
語
構

成
を
見
る

と
、
「
拾
遺
」

と
い
う

語
を
共
通

の
構
成
要

素
と
す

る
点
で

は

拾
遺
抄
と

い
う

語
に
対
応
し

、
「
伝
」
と

い
う

語
を
共
通
し

て
も
つ
と
こ

ろ
は
、

往
生
伝
、
高

僧
伝
と

い
う

語
に
対
応
し

て

い
る

。
「

拾
－

遺
」

お
よ

び
「

伝
」
と

い
う

語
は
普
通
名

詞
で
あ

る
か
ら
、
「
拾
遺
伝
」
を
普
通
名

詞
と
見

る
こ

と
を
妨

げ
る
理
由

は
な

い
で

あ
ろ
う
。『
拾

－
　
　

－

遺
古

徳
伝
』

と
い
う
書
物

は
存
在
す

る
。

こ

の
よ
う

に
、
往
生
伝

、
高
僧
伝
、

拾
遺
抄
、

拾
遺
伝

の
四

語
は
普
通
名

詞
と
見

る
こ

と
の
で

き
る
語
で
あ

っ
た
。

同

じ
単
語

が
、
『
撰
集
抄
』
内

で
は
固
有

名
詞
と
し
て

使
用
さ
れ
、
出

典
の
書
名

と
な
る
。

巻
一

上

二
話
の
よ
う

に
「
江
帥

の
」

と
限
定

さ
れ
る
と
、

往
生
伝
は

『
続
本

朝
往

生
伝
』
の
こ

と
で
あ
ろ
う

。

限
定

が
な

く
と
も
、

固
有
名
詞

と
し

て
の

拾
遺
抄
は
、

藤
原

公
任
撰

の
歌
集

を
指
す

。
ま
た

『
紫
式
部
日
記

』
で
は
、

拾
遺
抄
に

『
拾

―
遺
集
』
（
拾
遺
和
歌

集
）

が
比

定
さ
れ
て

い
る
（
新
日
本

古
典
文

学
大

系
二

四
2
8
9

頁
）
。

－

『
拾

遺
抄
』
は
、
今

日
で
は

「
拾
遺
和
歌
集

の
母
胎
と
な

っ
た
」
（
日
本
国
語

大
辞
典
）
こ
と

が
判
明
し
て

い
る
。
書
名
の
意
味

は
、「
『
拾

遺
抄
』

と
は

『
遺
さ
れ

た
歌
を

拾

い
』
取

り
、
写

録
す

る
の
謂
で

あ
り
、
『
拾
遺
』

と

い
う

語
と

『
抄
』
と

い
う
語

は
緊
密

に
つ
な

が
っ

て

い
た

の
で
あ

る
」
（
片

桐
洋
一

『
拾
遺
抄
1

校
本
と
研

究
－

』
1
5
9

頁

）
と
説
明

さ
れ
て

い
る
。

し

か
し

『
袋
草

紙
』
上

巻
に

は
「
拾

遺
集
の
後

は
抄
有

り
。
集
中

の
妙

詞
か
」
（
新
日
本

古
典
文

学
大
系
二

九
6
7

頁
）

と

い
う

記
述

が
あ

る
。
こ

の
記

述
は
、
『
拾
遺
抄

』

が
後
出
で
、
『
拾
遺
和
歌
集
』

か
ら
秀
歌
を

抄
録
し
た

と
の
認
識
を
示
し

て

い
る
。
こ
の
例

に
窺
わ

れ

る
よ
う

に
「
中
古

・
中
世
以

来

『
拾
遺
和
歌

集
』
を

抄
出
し

て

『
拾
遺

抄
』

が
成
立
し

た
と

い
う

説

が
主

流
を
占

め
て

き
た
」
（
日
本

古
典

文
学
大
辞
典

）
。
『
拾

遺
抄
』
を
上
記

の
よ
う

に
考
え
て

い
た
時
代

に
は
、

拾
遺
抄
と

い
う

語
に

『
拾
遺
和
歌
集

』
の
抄
出

と
い
う
意



読 解 の 試 み『 撰 集 抄 』

味

が
生
き
て

い
て
、
「
『
抄
』
は
、
『
抄
出
』

の
意
だ

か
ら

『
拾

遺
抄
』

1
4
8

頁
）

と
と
ら
え
ら

れ
て

い
た
。

は
『
拾
遺
集
』
よ
り
後
か
ら
出
来
た
も
の
だ
」
（
片
桐
洋
一
前
掲
書

書
名
の
意
味
は
、
右
の
よ
う
に
二
様
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
多
義
性
を
も
つ
普
通
名
詞
「
拾
遺
抄
」
を
書
名
に
宛
て
て
い
る

（
6

）

か
ら
で
あ
ろ
う
。
更
に
他
の
意
味
で
、「
拾
遺
抄
」
を
題
名
と
す
る
書
物
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
読
者
は
、
『
撰
集
抄
』
成
立
時
の
読
者

で
あ
っ
て
も
現
代
の
読
者
同
様
、
未
知
の
『
拾
遺
抄
』
の
存
在
を
否
定
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

拾
遺
伝
は
、
巻
七
－

三
話
の
文
脈
か
ら
『
拾
遺
往
生
伝
』
が
連
想
さ
れ
る
。

固
有
名
詞
と
し
て
の
高
僧
伝
な
ら
ば
、
梁
『
高
僧
伝
』
を
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
固
有
名
詞
と
し
て
の
往
生
伝
（
続
本
朝
往
生
伝
）
、
拾
遺
抄
（
拾
遺
抄
・
拾
遺
和
歌
集
）
、
拾
遺
伝
（
拾
遺
往
生
伝
）、
高

僧
伝
（
梁
高
僧
伝
）
に
は
、
出
典
と
し
て
掲
載
す
る
は
ず
の
説
話
を
載
せ
て
い
な
い
。
現
在
に
伝
わ
る
諸
本
に
拠
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、

四
例
全
て
例
外
な
く
載
せ
て
い
る
べ
き
説
話
を
欠
く
の
で
、
こ
れ
を
偶
然
と
見
る
こ
と
は
難
し
い
。
『
撰
集
抄
』
が
説
話
部
の
出
典
と
し

て
あ
げ
る
書
名
の
如
き
言
葉
は
、
典
拠
た
る
べ
き
書
物
を
想
起
さ
せ
は
す
る
が
、
そ
の
書
物
に
は
拠
る
べ
き
説
話
を
載
せ
て
い
な
い
。
作

者
が
言
葉
を
選
ん
で
、
こ
う
な
る
よ
う
に
企
て
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。

巻
九
－

六
話
を
見
よ
う
。
『
撰
集
抄
』
は
、
巻
九
－

六
話
の
道
希
法
師
説
話
を
「
高
僧
伝
」
に
見
た
と
書
く
。
し
か
し
、
道
希
法
師
伝

は
、
梁
『
高
僧
伝
』
で
は
な
く
『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
』
に
載
せ
る
。
『
高
僧
伝
』
（
梁
高
僧
伝
）
は
、
梁
の
慧
咬
撰
で
五
一
九
年
の
成

立
。
『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
』
は
、
「
唐
僧
義
浄
が
自
分
と
前
後
し
て
東
南
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
へ
、
仏
教
研
究
の
た
め
に
留
学
し
た
僧
侶

た
ち
の
伝
記
を
集
め
た
も
の
で
」
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
漢
籍
之
部
第
五
巻

解
題
1
3
頁
W　　I

、
成
立

は
六
九
一

年
と
さ

れ
て

い
る
。
道

希
法

師
伝

が
『
高
僧
伝
』
（
梁
高
僧
伝

）
に
収
載

さ
れ
る

は
ず
は
な

い
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら

ず
、
『
撰
集

抄
』
は
「

高
僧
伝
」
と

書
く
。

四
九



五
〇

そ
の

理
由
を
、
『
撰
集

抄
』

の
言
葉
遣

い
に
求

め
た

い
。
巻
九
1

十
一

話
に
「
『
高
僧
伝

』
ど

も
の
む

か
し

の
跡

を
き
く
中

に
も
」
（
5
1

9
6

～
5
1
9
7

行
）
と

、
高
僧
伝

と

い
う

語
を
普

通
名

詞
本

来

の
用
法
で

使

っ
た

例

が
あ

る
。
一
方

、
『
閑
居
友
』

巻
上
第

一
〇

話
に

は
、
高
僧

伝
と

い
う
語
を

梁
高
僧

伝

の
意

で
用

い
て

い
る
箇
所

が
あ
る

か
ら

、
『
撰
集
抄

』
作
者

は
固
有
名

詞
と
し
て

の

「
高
僧
伝
」

を

知

っ
て

い
た
こ

と
と
思
わ

れ
る
。
『
撰
集

抄
』
巻

九
－

六

話
で

は
、
説
話

の
出
典

と
し
て
名

を
あ

げ
ら
れ
て

い
る

の
で

固
有
名

詞
で
あ

る

は
ず

の
高
僧
伝

と
い
う
語

を
、
意

味
上
普

通
名
詞

と
し
て
用

い
た

と
見

る
こ

と

が
で

き
る
。
『
大
唐

西
域
求

法
高
僧
伝

』
は
、

高
僧
伝

の

一

種
で
は
あ

る
の
で
、

必
ず
し
も
間
違

っ
た
記
述

と
は
言
え
な

い
。

「
高
僧

伝
」
に

関
し
て
、

読
者

は

『
撰
集

抄
』

の
記
述
を

誤
り
と
断

じ
去

る
こ
と

が
で
き
な

い
。
『
撰
集

抄
』
は
、

高
僧
伝

と

い
う
語

が
普
通
名

詞
で

も
固
有
名

詞
で
も

あ
り
う

る
こ
と
を

、
意
識
し

て
利

用
し
て

い
る
よ
う

に
思

わ
れ

る
。
翻

っ
て
、
「

拾
遺
抄
」

の
場
合
を

見

直
し
て

み
よ
う

。
読
者

は
、
未
知

の

『
拾
遺
抄
』

の
存
在

を
否
定
し

き
る
こ

と

が
で

き
な

か
っ
た
。
従

っ
て
こ

の
場
合

も
ま
た
、
『
撰

集

抄
』
の
記
述

を
誤
り
と
断

じ
去

る
こ

と

が
で
き
な

い
。
逆

に
作

者
は
、
こ

の
よ
う
な

言
葉
遣

い
に
よ

っ
て
、
『
高
僧
伝

』
『
拾
遺
抄
』
に

典

拠
と
な

る
話
を
載
せ
て

い
な
く
て

も
、
両

書
を

出
典
と
し
て

掲
げ
う

る
。
言
葉
の
使

い
方
に
よ

っ
て

、
典
拠
と
な

る
話
を
載
せ

な

い
書

物

の
名
で
あ

っ
て

も
出
典
名

と
し
て
記

述
で
き

る
と
い
う
こ
と

は
、
重
要
で
見

逃
す
こ

と
は
で
き
な

い
。
作
者

が
言

葉
を
選
ん
で

、
こ
う

な

る
よ
う
に
企

て
た

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

そ
う

思
わ
れ

る
ふ
し

が
あ
る
。
そ
れ

は
、
巻
一
－

三

話
及

び
巻

六
－

十
話

に
出
典
名
を
記
し

た
後
、
「
見

お
よ
ば

ざ
る
に
は
非

（
あ
ら

）

ず
」
（
1
6
9

行
）
（
3
1
7
2

～
3
1
7
3

行
）

の
一
文
を
、
こ

と
さ
ら
に
付

加
し
て

い
る
こ
と
に

も
認
め
ら
れ

る
。

巻

一

上

二
話
「
無
縁
僧

帷
返
」
を
例

に
述

べ
よ
う

。

「
見
お
よ

ば
ざ
る
に
は

非
ず
」
（
1
6
9

行

）
。
こ

の
文
は
、
「
見

お
よ

ば
ず
」
（
江
帥

の
往
生
伝

〈
『
続
本
朝

往
生
伝
』
〉
に
巻
一
－

三

話

説
話
部
の
典
拠
は
、
無
い
）
と
い
う
読
者
の
反
論
を
、
作
者
が
予
想
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。



「
江
帥

の
往
生
伝
」
に

巻
一
－

三

話
説
話
部

の
典
拠
と
な

る
話
を
掲
載
し

て

い
て
衆
目

に
明
ら

か
な

も
の
な
ら
、
こ

こ
で

「
見

お
よ

ば

ざ
る
に
は
非

ず
」
と

い
う
言

い
方
で
、

典
拠
た

る
説
話
の
存
在

を
念
押
し
す

る
必
要

が
あ

る
だ
ろ
う

か
。
そ
の
必
要

が
あ
る
と

は
思
わ
れ

な

い
。
作
者

が
錯
誤
や
混

乱
を
き
た
し
て

い
る

と
仮
定
し
て

も
、
そ
の
場
合

は
「
江
帥

の
往
生
伝
に
典

拠
と
な
る

話
か
在
る
」

と
誤
っ
た

ま
ま

思

い
込
み
、
「
在

る
」
こ
と

を
疑

っ
て

い
な

い
の

だ
か
ら
、
こ

の
文
に
よ

っ
て

わ

ざ
わ

ざ
繰
り
返
し

典
拠

の
存
在
を

確
認
し
な

い
で

あ

ろ
う
。
こ

の
文
は
、
『
続
本
朝

往
生
伝
』

に
典
拠
と
な

る
話

が
在

っ
て

は
、
発
想

さ
れ
な

い
。

「
見
お
よ

ば
ざ
る
に
は
非

ず
」
は
、

述
部

が
二

重
否

定
だ

か
ら
意
味
は

肯
定
と
な
り
、
「
見

お
よ

ぶ
」
、

即
ち
こ

の
一

文
は
明
示

的
に
は

「
江

帥
の
往

生
伝
に
巻
一
－

三

話
説

話
部
の
典
拠

と
な
る
話

は
在
る
」
と
言

っ
て
、
読
者

の
反

論
を
制
し

て

い
る
。
こ
う

し
て

「
江

帥
の

往
生
伝

（
『
続
本
朝

往
生
伝
』
）
」

を
知

っ
て

い
る
読
者

に
対
処
し
、
ま

た
同

時
に
、
『
続
本

朝
往
生
伝
』
を

知
ら
な

い
読
者
に
は
、
こ

の
I

文
に
よ
る
不
必
要
な
念
押
し
に
よ
っ
て
逆
に
疑
い
を
喚
起
し
て
、「
江
帥
の
往
生
伝
に
典
拠
と
な
る
話
か
無
い
」
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

文
末
の
二
重
否
定
表
現
に
、
作
者
の
思
わ
せ
振
り
が
表
れ
て
い
る
。

読 解 の 試 み

る　　　　　に

『撰 集 抄 』

こ
の
一
文
は
、「
江
帥
の
往
生
伝
に
巻
一
上
二
話
説
話
部
の
典
拠
と
な
る
話
は
無
い
」
と
副
示
的

に
明
か
し
て

い
る
。

作
者
は
『
続
本
朝
往
生
伝
』
を
知
っ
て
い
て
、
巻
一
－

三
話
説
話
部
の
典
拠
と
な
る
よ
う
な
話
は
無
い
と
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ

に
「
見
お
よ
ば
ざ
る
に
は
非
ず
」
の
一
文
を
付
加
し
た
と
思
わ
れ
る
。

読
者
と
し
て
は
、
な
お
別
の
、
典
拠
た
る
べ
き
説
話
を
載
せ
る
「
江
帥
の
往
生
伝
」
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
う
こ
と
も
で
き

る
。
し
か
し
、
読
者
に
こ
の
疑
問
を
感
じ
さ
せ
、
『
撰
集
抄
』
め
記
述
を
誤
り
と
断
じ
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
作

者
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
、
『
続
本
朝
往
生
伝
』
と
端
的
に
書
か
な
か
っ
た
理
由
で
あ
る
。
「
高
僧
伝
」
「
拾
遺
抄
」
の
例
と
同
じ
く
、
読
者

は
「
江
帥
の
往
生
伝
」
と
い
う
書
名
を
誤
り
と
断
じ
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
典
拠
た
る
べ
き
話
を
載
せ
な
い
書
物
の
名
で
あ
っ
て
も
、

普
通
名
詞
と
見
る
こ
と
の
で
き
る
語
を
使
っ
て
出
典
の
書
名
と
し
て
記
す
な
ら
ば
、
読
者
に
誤
り
と
断
じ
去
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の

五
一



五
二

こ
と

に
作

者
は
気

が
つ

い
て
、

意
識
的
に
使

っ
て

い
る
よ

う
に
思

わ
れ
る
。

巻

六
－

十
話

「
拾
遺
抄
」

の
場

合
も
同

様
に
考
え
ら

れ
る
。

巻

七
上

二
話

の
「
拾
遺
伝
」

が

『
拾

遺
往
生
伝
』
と

書
か
れ
な

か
っ
た
理
由

も
、
同
様

の
意

図
に
よ

る
と
考
え
ら

れ
る
。

い
か
に
も
書

名
ら
し

い
「
言

葉
」
は

記
し
て

あ
る

が
、

説
話
部

の
実

際
の
出
典
名

を
読
者

に
知
ら

せ
る
意
志

を
、
『
撰
集

抄
』
に

認
め

ら
れ
な

い
。
明
ら

か
に
絹
晦
し
て

い
る
。

そ
の
や
り
方

は
、
普
通
名

詞
と
固
有
名

詞

が
容
易

に
転
換
す

る
こ

と
を
利
用
し

て
、
作
品

の
外

で
は

普
通
名

詞
で
も

あ
り
う

る
語
を
、
『
撰

集
抄
』
内

で
固
有

名
詞

と
し

て
用

い
る
方

法
で
あ

っ
た
。

わ
ず
か
四

例
か
ら
見

出
し
た
法

則

性
で

は
あ

る

が
、
意
識

的
に

用
い
ら

れ
た
技
巧

で
あ

る
こ
と
は

、
践
に
、

出
典
名

の
場
合

と
は
逆

に
、
『
撰
集
抄
』

の
外
で

は
固
有

名
詞

で
も

あ
る
「
閑
居

友
」
と

い
う

語
を
普
通

名
詞
と
し
て

用

い
て

い
る
こ
と
か
ら

確
認
で
き

る
。

さ
て
い
ま
は
、
本

文
の
明
示

的
意
味
を

尊
重
し
て

読
ん
で

い
く
こ

と
と
し
た

い
。
読
者

は
、
各
説
話

の
典
拠
た

る
話
を
具
備
す

る
「
江

帥

の
往
生
伝
」
、
「
拾
遺
抄
」
、
「
拾
遺
伝
」
、
「
高
僧
伝
」

は
存
在
す

る
と
し
て
読

ん
で

い
か
な

け
れ

ば
な
ら

な

い
。
し

か
し

実

際
は
、

そ
の

よ
う

な
書
物
は
現

在
に
伝
存
し

な

い
し
、

述

べ
て
き

た
如
く
、
歴

史
的
に
も
存

在
し
て

い
な

か

っ
た
と
考
え

ら
れ

る
。
そ
こ
で
、
可

能
な

読
み

方
は
、

虚
構
世
界

に
な

ら
ば
そ

の
よ
う

な
書
物

は
存
在
す

る
、
と

の
読
み

方
で
あ

る
。
『
撰
集
抄
』

の
記
す

出
典
名

は
、
虚
構

世
界

の
書
名
、
架
空

の
書
名
で
あ

る
。
現
実
世
界

に
こ
れ
ら

の
書
名

の
指
示
対
象

は
存
在
し
な

い
。

『
遊
心
集
』

と
い
う
語
も

、
説
話

の
出

典
名
七
し
て

、
往
生
伝

、
拾
遺
抄
、

拾
遺
伝
、

高
僧
伝
と

い
う

語
と
同
様

に
用

い
ら

れ
て

い
る

は
ず
で
あ
る
。
『
遊

心
集

』
以
外

の
出
典
名

が
、
虚
構
世
界

の
書
名
、
架

空
の
書
名

で
あ
る

か
ら

、
『
遊

心
集
』
も
ま

た
架
空

の
書

名
と
考

え

ら
れ
る
。
こ

の
語
の
指
示

対
象
は
現

実
世
界
に
存

在
し
な

い
。

以

上
述

べ
て
き

た
よ
う

に
、
『
撰

集
抄
』

の
側

か
ら
見

る
と
、

説
話
部

の
出

典
と
し

て
名

の
出
て

い
る

『
遊

心
集
』

と
い
う
書
物

は
、

当

初
か
ら
現
実

世
界
に
は
存

在
し
な

か
っ
た
、
と

い
う

見
通
し

に
な
る



『撰集抄』読解の試み

皿

㎜

訓
点
資
料
忙
見
ら
れ
る
朱
引
は
、
固
有
名
詞
の
識
別
意
識
を
現
し
て
い
る
。

『
撰
集
抄
』
作
者
は
、
言
葉
そ
の
も
の
に
対
し
て
関
心
の
深
い
、
言
語
の
観
察
者
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
撰
集
抄
』
に
は
、
作

者
の
言
語
感
覚
で
興
味
あ
る
言
語
現
象
を
見
せ
て
い
る
と
捉
え
た
言
葉
を
、
作
者
の
流
儀
の
機
知
を
も
っ
て
作
品
に
応
用
し
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
が
あ
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

文
学
作
品
を
分
類
す
る
時
、
主
題
（
テ
ー
マ
）
が
「
内
容
志
向
」
で
あ
る
か
「
表
現
志
向
」
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
分
け
る
考
え
方
が
あ

る
。「
内
容
志
向
」
の
作
品
と
は
、
作
者
の
志
向
が
現
実
、
即
ち
人
生
に
向
け
ら
れ
た
作
品
。
「
表
現
志
向
」
の
作
品
と
は
、
作
者
の
志
向

が
、
芸
術
的
創
造
の
手
段
そ
の
も
の
に
向
け
ら
れ
た
作
品
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

『
撰
集
抄
』
を
「
表
現
志
向
」
の
作
品
と
考
え
て
み
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
学
作
品
に
と
っ
て
創
造
の
手
段
そ
の
も
の
と
い
え

ば
、
言
葉
を
お
い
て
他
に
な
い
。「
一
」
に
見
た
よ
う
に
、
出
典
と
し
て
注
記
さ
れ
て
い
る
書
名
の
選
択
に
法
則
性
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、

『
撰
集
抄
』
が
表
現
志
向
の
作
品
で
、
作
者
の
志
向
が
言
語
そ
の
も
の
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
証
左
と
思
わ
れ
る
。

『
撰
集
抄
』
を
、
表
現
志
向
の
主
題
を
も
つ
作
品
と
見
る
立
場
で
、
巻
二
I
一
話
を
読
ん
で
み
た
い
。

-

㎜

皿

『
撰
集

抄
』
巻
ニ

ー
一
話

の
一

和
僧
都

説
話
は
、
『
春
日
権

現
験
記
絵
』

詞
書
巻
八

「
壹
和
僧

都
事
」
と
ほ

ぼ
同

文
的

に
類
似
す
る

。

従
来

か
ら
、
『
撰
集

抄
』

と

『
春
日

権
現
験

記
絵
』
（
以

後
、
『
験
記
』

と
略
称
す

る
）
詞

書
と

の
類
似
関

連
に

つ
い
て
は
、

度

々
言
及

五
三



（
8

）

さ
れ
て
き
た
。
既
に
指
摘
さ
れ
て
い

①
　
『
験
記
』
巻
一
「
序
」

る
箇
所

に
I
I

ニ

を

加
え
、
両

書
の
類
似
関

連
箇
所
を

纏
め
る
と
、

『
撰
集
抄
』
巻
七
－

十
三
話
　
鹿
嶋
明
神
事

巻
九
―
一
話
　
内
侍
所
御
事
井
鹿
嶋
御
事

②
　
『
験
記
』
巻
四
　
永
久
春
日
詣
時
神
託
事

『
撰
集
抄
』
巻
六
－

六
話
　
冨
家
殿
事
春
日
御
託
宣

③
　
『
験
記
』
巻
七
　
経
通
卿
事
　
開
蓮
房
夢
事

『
撰
集
抄
』
巻
五
－

九
話
　
真
範
僧
正
事

④
　
『
験
記
』
巻
八
　
壹
和
僧
都
事

『
撰
集
抄
』
巻
ニ
ー
一
話
　
一
和
僧
都
春
日
託
宣

⑤
　
『
験
記
』
巻
八
　
離
寺
僧
蒙
神
託
事

『
撰
集
抄
』
巻
九
―
十
一
話
　
覚
英
僧
都
事

⑥
　

『
験
記
』
巻
九
　
祈
親
持
経
事

『
撰
集
抄
』
巻
七
－

四
話
　
中
算
事

⑦
　

『
験
記
』
巻
十
　
林
懐
僧
都
事

巻
十
五
　
唐
院
得
業
事

『
撰
集
抄
』
巻
六
－

三
話
　
林
懐
僧
都

⑧
　
『
験
記
』
巻
十
二
　
恩
覚
事

五
四



『撰集抄』読解の試み

『
撰
集
抄
』
巻
七
－

三
話
　
相
模
国
大
庭
僧
事

⑨
　

『
験
記
』
巻
十
六
　
解
脱
上
人
事

『
撰
集
抄
』
巻
九
－

六
話
　
道
希
法
師
事

⑩
　

『
験
記
』
巻
二
十
　
嘉
元
神
火
事

『
撰
集
抄
』
巻
五
－
ニ
話
　
近
宗
発
心
依
妻
女
填

以
上
に
加
え
、

・
「
『
撰
集
抄
』
慶
祚
説
話
に
つ
い
て
の
覚
書
－

密
航
僧
戒
覚
の
伝
聞
の
流
伝
と
再
生
－

」
（
木
下
資
一
　
富
山
大
学
　
国
語
教
育
第
八

号
　
昭
和
五
八
年
十
一
月
）
は
、
『
撰
集
抄
』
巻
四
－

八
話
「
慶
祚
事
三
井
寺
」
に
明
恵
説
話
の
翻
案
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
『
験

記
』
巻
十
七
・
十
八
は
「
明
恵
上
人
事
」
で
あ
る
か
ら
、
関
連
を
考
慮
し
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

前
記
①
～
⑩
、
両
書
の
結
び
つ
き
を
示
す
度
合
い
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
一
説
話
全
て
両
書
ほ
ぼ
共
通
の
文
辞
を
持
つ
例
、
短
い
一
詞
句
の

み
一
致
を
見
る
場
合
、
類
似
話
（
語
句
）
の
連
想
を
誘
わ
れ
る
程
度
、
な
ど
で
あ
る
。

緩
や
か
な
関
連
の
例
を
多
く
含
む
が
、
『
撰
集
抄
』
と
『
験
記
』
詞
書
と
の
類
似
関
連
箇
所
は
少
な
い
と
は
い
え
な
い
数
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
両
書
と
も
に
全
巻
に
亘
る
と
い
っ
て
よ
い
程
偏
り
な
く
類
似
関
連
箇
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
。

『
撰
集
抄
』
巻
ニ
ー
一
話
の
一
和
僧
都
説
話
は
、「
細
か
い
文
飾
に
よ
る
、
い
わ
ば
扮
飾
を
取
り
払
っ
て
、
話
の
本
質
を
取
り
出
し
て

み
れ
ば
、
こ
れ
は
春
日
明
神
に
よ
る
現
世
利
益
の
話
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
『
春
日
権
現
験
記
』
に
こ
そ
相
応
し
い
話
で
あ
る
が
、

『
撰
集
抄
』
に
と
っ
て
相
応
し
い
話
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
」
（
小
島
孝
之

「
『
撰
集
抄
』
神
明
説
話
考
」

説
話
論
集
第
七
集

一
九

九
七
年
4
1
6

頁
）
と
見
ら
れ
て
い
る
。
小
島
氏
は
、
続
け
て
巻
ニ
ー
一
話
評
論
部
の
最
末
尾
四
文
を
引
用
さ
れ
「
お
そ
ら
く
こ
の
評

語
を
付
す
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
こ
の
話
は
『
撰
集
抄
』
の
説
話
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し

五
五



五
六

か
し

、
こ

の
評
語

が
冒
頭

の
一
文
に

の
み
基

づ
く

も
の
で
あ

っ
て
、
説

話
そ
れ
じ
し
ん

の
内
容
と

は
全
く
触
れ
合
う

と
こ
ろ

が
な

い
と

い

う

点
に
こ
そ

、
大
き
な
意

味

が
隠
さ

れ
て

い
る

の
で
は
な

か
ろ
う
か
」
と

述

べ
て
お
ら

れ
る
。

さ
て
、
同
文

的
類
話
と

い
え

る

『
撰
集

抄
』
巻
ニ

ー
一

話
の
一
和
僧
都

説
話
と

『
験
記

』
巻
八

「
壹
和
僧
都
事
」

と
の
僅

か
の
違

い
の

主

た
る
部
分

は
、

a
『
撰
集
抄
』

の
方
に
維

摩
会
を
説
明
す

る
美
文

が
あ
る
。

b

『
撰
集
抄
』

に
は
、
『
験
記
』

に
あ
る
「
和

光
同

塵

～
愛

子
の

ご
と
し

」
の
一
文

が
無

い
。

c
『
撰
集
抄
』

は
、
春
日

託
宣
の
千

言
が
当
た

っ
た
こ

と
を

説
話
部
に
書

い
て

い
な

い
（
『
験
記

』
は
、
「
そ
の

ヽ
ち
次
の
と
し

の
講
師
を

と
け
て

四
人

の
次
第
あ

た
か
も
神
託

に
た
か
は

さ
り
け
り

と
な
ん
」
と
、

春
日
託
宣

の
当

た

っ
た
こ

と
を
明
文
化

し
て

い
る
）
。

一
和
僧
都

説
話
の
類

話
は
、
『
雑
談
集
』
巻

十
（
中
世

の
文
学
3
1
1

頁

）
、
『
元
亨

釈
書
』
巻
四
（
大
日
本

仏
教

全
書

六
二
8
9

頁
）
、

『
三
1
　
定
一

記
』
表

紙
裏
書

（
大
日
本

仏
教

全
書
四

九
2
0
5

頁
）

に
見

ら
れ
、

ど
れ
も
春
日

託
宣

の
当
た

っ
た
こ

と
を
言
葉

に
し
て

記
し

て

い
る

。
類
話
も
含

め
一
和
僧

都
説
話
と

い
う

話
は
、
春

日
託
宣
の
千

言
が
当

た

っ
た
こ
と
へ

の
驚
嘆
と
賛

嘆
と
を
動
機

に
成
っ
た

も

の
と
思
わ

れ
る
。
『
撰
集
抄
』

の
み
春
日

託
宣
の
当
た

っ
た
こ
と
を

明
文
化
し
て

い
な

い
の

は
、
特
異
な
こ

と
で
は
な

か
ろ
う
か
。

c
に
注
目
し
よ

つヽ
。

『
撰
集
抄
』

は
、
説

話
部

に
春
日
託

宣
の
于

言
が
当
た

っ
た
こ

と
を
書

い
て

は

い
な

い
。
そ

れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
評
論
部
で

は
当
た

っ

た
こ

と
を
当
然

の
前
提
と
し

て
い
る

。
そ
の
た

め
、
読
者
は

巻
ニ

ー
一
話

の
説
話
部
を

託
宣
の
当
た

っ
た
こ
と
を

書
い
て
あ

る
話
の

ご
と

く

了
解
し
て
し

ま
う
。

こ

れ
は
、
『
撰

集
抄
』

が
下

記

の
よ
う

な
操
作

を

『
験

記
』
の

壹
和

僧

都
説
話
に
加

え
て

い
る
た

め
と
は
考
え

ら
れ

な
い
だ
ろ

う
か
。

つ
ま
り
、
作

者
は

「
『
験
記
』

の
文
章
を
使

う

が
、

そ

の
眼
目
た

る
託
宣

の
当

た

っ
た
こ
と
を

述

べ
る
部
分

は
削
除
し
て

、
な

お
か
つ
春
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日
託
宣
の
当
た
っ
た
こ
と
を
読
者
に
解
か
ら
し
め
る
、
と
い
う
作
業
を
こ
の
巻
ニ
ー
一
話
で
行
な
っ
た
」
と
。
託
宣
の
当
た
っ
た
こ
と
を

読
者
に
了
解
さ
せ
て
い
る
の
は
、
評
論
部
で
あ
る
。
作
者
は
、
託
宣
の
当
た
っ
た
こ
と
を
前
提
す
る
言
葉
を
評
論
部
に
並
べ
る
こ
と
に
よ

り
、
説
話
部
に
明
文
化
さ
れ
て
い
る
の
で
も
な
い
託
宣
の
当
た
っ
た
こ
と
を
、
書
い
て
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
読
ま
せ
て
い
る
。

評
論
部
を
読
ん
で
い
こ
う
。

＊
・：
急
雨
は
る
ゝ
秋
の
野
原
の
心
地
し
て
・：
（
5
1
7
～
5
1
8
行
）

＊
此
事
書
を
く
跡
を
見
侍
り
し
に
、
そ
ゞ
ろ
に
涙
落
て
侍
き
（
5
1
9
～
5
2
0
行
）

＊
「
汝
は
更
情
無
我
を
捨
と
い
へ
ど
も
、
我
は
汝
を
す
て
ず
し
て
、
是
ま
で
示
す
也
」
と
御
託
宣
の
侍
り
け
る
。
承
る
に
、
そ
ず
ろ
に
快

の
し
ぼ
り
あ
へ
ず
侍
る
（
5
2
3
～
5
2
6
行
）

＊
…
尺
迦
大
師
の
な
き
跡
の
衆
生
を
す
く
ひ
給
は
ん
と
て
、
神
と
現
給
て
、
い
ま
も
彼
一
和
を
利
し
給
に
こ
そ
（
5
3
1
～
5
3
3
行
）

読
者
は
、
右
の
箇
所
を
読
み
進
む
う
ち
に
、
予
言
は
当
た
っ
た
も
の
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
よ
う
に
な
る
。

作
者
は
、
託
宣
の
当
た
っ
た
こ
と
を
前
提
に
す
れ
ば
、
右
＊
印
の
詞
句
を
書
き
記
す
こ
と
が
で
き
る
。
巻
ニ
ー
一
話
評
論
部
の
真
の
役

割
は
、
託
宣
の
予
言
が
当
た
っ
た
こ
と
を
前
提
す
る
文
を
こ
こ
に
配
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
、
と
解
せ
ら
れ
る
。
『
撰
集
抄
』
は
『
験
記
』

巻
八
「
壹
和
僧
都
事
」
の
文
章
か
ら
春
日
託
宣
の
当
た
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
一
文
を
削
除
し
て
自
作
に
用
い
、
な
お
か
つ
当
た
っ
た
と
判

る
よ
う
評
論
部
に
技
巧
を
用
い
て
い
る
。

先
に
「
二
」
で
、
『
撰
集
抄
』
は
、
作
者
の
言
語
感
覚
が
捉
え
た
興
味
あ
る
言
語
現
象
を
、
作
者
の
流
儀
の
機
知
で
作
品
に
応
用
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
提
示
し
た
。「
そ
れ
と
書
か
ず
と
も
、
書
い
た
ご
と
く
に
読
ま
せ
う
る
」
と
い
う
こ
と
も
、
作
者

が
捉
え
た
興
味
あ
る
言
語
現
象
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
巻
ニ
ー
一
話
は
、
こ
の
こ
と
を
作
品
に
反
映
さ
せ
、
言
語
の
運
用
の
仕
方
で
実

践
を
試
み
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
七



五
八

『
撰
集
抄
』
を
「
表
現
志
向
」
の
作
品
と
捉
え
、
巻
ニ
ー
一
話
を
右
の
よ
う
に
読
解
す
る
と
、
評
論
部
は
説
話
部
に
対
応
し
、
一
話
と

し
て
纏
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
巻
ニ
ー
一
話
を
読
み
取
る
に
際
し
、
『
撰
集
抄
』
が
『
験
記
』
詞
書
の
文
章
を
使
い
、
そ
れ
に
操
作
を
加
え
た
と
想
定
し

た
。
『
撰
集
抄
』
の
方
が
『
験
記
』
の
文
章
を
使
っ
た
、
と
考
え
る
理
由
を
『
撰
集
抄
』
序
に
照
ら
し
て
説
明
し
た
い
。

「
三
」
の
冒
頭
に
『
験
記
』
と
『
撰
集
抄
』
と
の
類
似
関
連
箇
所
を
列
記
し
た
が
、
そ
の
八
番
目
は
両
書
が
同
一
詞
句
を
も
つ
例
で
あ

る
。
『
験
記
』
巻
十
二
　
恩
覚
事

「
…
臨
終
正
念
に
し
て
音
楽
空
に
き
こ
え
異
香
室
に
み
ち
て
上
生
の
望
を
と
け
に
け
り
」
（
続
日
本
の
絵
巻
十
三
8
1

頁
）

『
撰
集
抄
』
巻
七
－
三
話
　
相
模
国
大
庭
僧
事

「
音
楽
空
に
き
こ
え
、
異
香
室
に
み
ち
て
、
往
生
し
給
へ
り
と
、
伝
に
は
載
て
侍
り
」
（
3
4
2
5
～
3
4
2
6
行
）

往
生
人
の
臨
終
の
際
現
れ
る
瑞
相
を
記
述
す
る
言
葉
を
他
書
に
探
し
た
と
こ
ろ
、類
似
表
現
は
見
ら
れ
た
が
、
右
の
よ
う
に
単
語
の
一
々

ま
で
同
じ
く
す
る
例
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

『
撰
集
抄
』
巻
七
－
三
話
と
『
験
記
』
巻
十
二
に
同
一
に
見
ら
れ
る
瑞
相
記
述
は
、
『
撰
集
抄
』
と
『
験
記
』
と
に
他
に
も
類
似
関
連

箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
偶
然
の
一
致
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
『
撰
集
抄
』
巻
七
－

三
話
「
相
模
国
大
庭
僧
事
」
と
『
験
記
』
巻

十
二
「
恩
覚
事
」
は
別
々
の
説
話
で
あ
っ
て
、
内
容
上
、
同
一
の
瑞
相
記
述
を
付
加
す
る
必
然
が
あ
る
と
も
思
わ
れ
な
い
。
短
く
、
類
型

的
な
瑞
相
記
述
に
何
故
こ
の
よ
う
な
一
致
が
見
ら
れ
る
の
か
と
考
え
る
う
ち
、
『
撰
集
抄
』
序
の
「
新
旧
の
賢
跡
を
撰
求
け
る
こ
と
の
葉

を
書
集
め
」
（
7
～
8
行
）
と
い
う
句
に
思
い
至
っ
た
。

こ
の
句
を
含
む
一
文
を
左
に
抜
き
書
き
し
よ
う
。
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「
し

か

れ
ば
、
同

夢
の
う

ち
の
遊

に
も
、

新
旧

の
賢

跡
を
撰

求
け

る
こ

と

の
葉
を
書

集
め
、
『
撰
集

抄
』
と
名

て
、
座

の
右
に
置

て
、

一

筋
に
知
識

に
憑

申
む
と
也
」

こ

の
一
文

は
、
例
え

ば

『
沙
石

集
』
序

の
「
此
故

二
、
老
ノ
眠

ヲ
サ

マ
シ
、
徒
ラ
ナ

ル
手
ス
サ
ミ

ニ
、
見

シ
事
聞

シ
事
、
思
ヒ
イ

ダ
ス

ニ
随
テ
、
難
波

江
ノ

ヨ
シ
ア

シ
ヲ
モ
撰

ズ
、
藻
塩
草

手

二
任
セ

テ
、
書
キ
集

侍
リ
」
（
日
本
古
典

文
学
大
系
八
五
5
7

頁
）
と
比

べ
る
と
、

解
か
り

に
く
く
思

わ
れ

る
。
「
新

旧
の
賢

跡
を
撰

求
け

る
こ

と

の
葉
」
と

い
う
箇
所

は
、
こ

の
一
文

の
重
要
部

分
と
思

わ
れ

る
が
、
最
も

解
か
り
に
く

い
箇
所
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。
出
典

の
書
名

の
記
し

方
に
垢
晦

の
姿
勢

が
認
め
ら
れ

た
よ

う
に
、
こ

の
部
分

の
解

か
り
難
さ

に
作
意

が
感
じ
ら
れ

る
。

一
体
、

説
話
集

が
準
備

さ
れ
る
時
、
『
沙
石

集
』

の
「
見

シ
事
聞

シ
事
」
と

い
う

例
に
見
ら

れ
る
よ
う

に
、
「
事
」
を
集
め

た
と

い
う
作

品

が
多

い
よ

う
で
あ

る
（
日
本
霊
異

記
・
発

心
集
・
古
今
著
聞
集

）
。
他
に
「
物
語

」
（
宇
治
拾
遺
物

語
・
続
古

事
談
）
、
「
実

の
た
め
し
」
（
十

訓
抄
）
、
「
実
録
」
（
古
今
著
聞
集

）
と

い
う

例
も
あ

る
。
比
較
す

る
に

『
撰
集
抄

』
は
、
修

飾
語
を
付
し
て

は

い
る
も

の
の
「
こ

と
の
葉
」

を
書
き
集

め
た
と
言

っ
て

い
る
と
こ

ろ
に
特
色

が
認
め
ら

れ
る
。

右

に
加
え
て
、

先
に
見

た

『
撰
集

抄
』
巻

七
－

三

話
と

『
験
記
』

巻
十
二

と
に
同

一
詞
句

が
見
ら
れ

る
こ
と

を
勘
案
す

る
と
、
『
撰
集

抄
』

に
は
、
「
見

シ
事
聞

シ
事
」
「
物
語
」
他

の
「
言
葉

か
ら
成

る

『
事
』
」
で

は
な
く
、

特
に
「
『
こ
と

の
葉

』
そ

の
も

の
」
を
採

っ
た
の

だ
、

と
い
う
意
識

が
窺
わ
れ

る
。

『
撰

集
抄

』
は
、
『
験
記

』
他

の
先
行
書

を
撰

び
、

そ

の
「
こ
と

の
葉
」
を

求
め
て
、

自
ら

の
作

品
に

書
き

つ
け
た
、

と
序

に
明

か
し

て

い
る
よ
う
に
思

わ
れ

る
。

『
撰
集
抄
』
序

の
記
述
を
右

の
よ
う

に
理
解
し
、
『
撰
集

抄
』
の
方

が

『
験
記
』

の
文
章

（
こ

と
の
葉
）
を
使

っ
た
と
想
定
し

た
。

五

九



ま
と
め

六
〇

『
閑
居
友
』
と
『
撰
集
抄
』
は
、
所
載
説
話
の
典
拠
と
し
て
『
遊
心
集
』
と
い
う
書
名
を
共
通
し
て
あ
げ
て
い
る
。
『
撰
集
抄
』
の
側

か
ら
考
察
す
る
と
、
『
遊
心
集
』
は
、
当
初
か
ら
現
実
世
界
に
存
在
し
な
か
っ
た
架
空
の
書
名
で
あ
る
、
と
い
う
見
通
し
を
得
た
。
『
撰
集

抄
』
が
説
話
部
の
典
拠
と
し
て
あ
げ
る
『
遊
心
集
』
以
外
の
書
名
は
、
固
有
名
詞
と
普
通
名
詞
が
容
易
に
転
換
す
る
こ
と
に
目
を
つ
け
て

選
択
さ
れ
た
「
言
葉
」
で
あ
っ
た
。

『
撰
集
抄
』
に
は
、
言
葉
そ
の
も
の
へ
の
関
心
が
認
め
ら
れ
る
。
『
撰
集
抄
』
を
「
表
現
志
向
」
の
主
題
（
テ
ー
マ
）
を
も
つ
作
品
と

考
え
て
み
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
表
現
志
向
」
の
作
品
と
は
、
「
内
容
志
向
」
の
作
品
で
は
、
作
者
の
志
向
が
現
実
、
即
ち
人
生
に

向
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
作
者
の
志
向
が
芸
術
的
創
造
の
手
段
そ
の
も
の
、
即
ち
言
語
に
向
け
ら
れ
た
作
品
の
こ
と
で
あ
る
。

『
撰
集
抄
』
を
「
表
現
志
向
」
の
主
題
を
も
つ
作
品
と
見
る
立
場
で
、
巻
一
丁

一
話
の
読
解
を
試
み
た
。

当
該
話
は
、
『
春
日
権
現
験
記
絵
』
詞
書
巻
八
「
壹
和
僧
都
事
」
の
文
章
を
用
い
、
そ
こ
か
ら
春
日
託
宣
の
千
一言
が
当
た
っ
た
こ
と
を

述
べ
る
一
文
を
削
除
し
て
、
な
お
か
つ
読
者
に
春
日
託
宣
は
当
た
っ
た
と
判
る
よ
う
に
、
評
論
部
に
技
巧
を
用
い
て
い
る
。
説
話
部
と
評

論
部
は
連
繋
し
て
、
「
書
か
ず
と
も
、
書
い
た
ご
と
く
に
読
ま
せ
う
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
言
語
の
運
用
の
仕
方
で
実
践
し
て
い
る
。

『
撰
集
抄
』
を
「
表
現
志
向
」
の
主
題
を
も
つ
作
品
と
見
る
こ
と
は
、
作
品
を
十
全
に
理
解
す
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

注

（
I
）
　

『
撰
集
抄
』
本
文
は
、
古
典
文
庫
『
撰
集
抄
』
上
下

（
現
代
思
潮
社
）
、
行
数
番
号
は
、
『
撰
集
抄

―
松
平
文
庫
本
－

』
（
笠
間
書
院
）
に
よ

る
。



『撰集抄』読解の試み

（
2
）
　

了
俊
水

『
撰
集

抄
』
巻
ニ

ー
一
話
は
、
「
遊
集
」
と
す

る
（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
三

期

『
源
家
長
日
記

い
は
で
し
の
ぶ

撰
集
抄
』
朝
日
新
聞
社

平

成
九
年
）
。

『
国
朝
書
目
』
巻
之
下
に
は
、
「
近
代
秀
歌
」
と
「
拾
遺
妙

拾
遺
集
歌
五
百
八
十
首
花
山
院
一
説
公
任
卿

二
十
巻
」
と
に
挟
ま
れ
て
、
「
遊
心
集
」
の

名

が
見
え

る
（
寛
政
三
年
刊
本
）
。

（
3
）
　

『
撰
集
抄

校

本
篇
』

掲
載

の
五

伝
本
に
は
、
往
生
伝
、
拾
遺
抄
、

拾
遺
伝
、
高
僧
伝
の
四

語
に
異
文
は
見
え
な

い
。
大
林
院
本
は
、
巻
七

圭

二
話
の

拾
遺
伝
を
拾
遺
集
と
し

、
「
集
」
字
の
右
に
「
伝
イ
」
と
注
記
す
る
（
『
撰
集
抄

大
林
院
本
・
小
林
水
』
2
7
8

頁
）
。

（
4

）
　
日
本
思
想
大
系
7

『
往
生
伝

法

華
験
記
』
諸
水
解
題
（
7
7
1

頁
）
は
、
拾
遺
往
生
伝
宝
生
院
（
真
福
寺
）
蔵
本
上
巻
表
紙
に
「
往
生
伝
為
康
」
と

小
字
で
記
し
て
あ
る
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
略
称
の
一
例
と
い
え
よ
う
か
。
別
称
と
し
て
は
、
『
群
書
解
題
』
第
四
王

に
「
日
本
拾
遺
往
生
伝
と
も
い
う
」

（
5
6

頁
）
　と
書

い
て
い
る
。

（
5

）
　
　『
国
書
総
目
録
』
に
は

『
拾
遺
伝
』
と

い
う
書
物
の
記
載

が
あ
る
。
『
国
書
総
目
録
』
の
拠
る

『
浄
土
宗
西
山
派
学
匠
著
述
目
録
』
（
昭
和
十
二
年
）
に

は
、
『
拾
遺
伝
』
の
著
者
妙
空
弁
才
の
寂
年
を
二
四
八
四
年
（
1
1

頁
）
と
記
し
て

い
る
。

（
6

）
　
成
立
年
代
は
不

明
な

が
ら
、
事
実
、
『
国
書
総
目
録
』

に
は
他
の

『
拾
遺
紗
』

が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
和
歌
・
注
釈
と
類
別
さ
れ
て

い
る
こ
の
書
は
、『
国

書
総
目
録
』
の
記
述
に
よ
る
と
『
拾
遺
抄
物
』
の
こ

と
と
判
断
さ
れ
る
。
『
拾
遺
抄
物
』
（
未
刊
国
文
古
注
釈
大
系
六
）
に
は
、
巻
六
－

十
話
説
話
部
の

典
拠
と
見
ら
れ
る
よ
う
な
記
事
を
見
出
し
え
な
か
っ
た
。

（
7
）
　
文
学
テ
ク
ス
ト
の
「
テ

ー
マ
」
と
「
詩
的
世
界
」

上
下

（
北
岡
誠
司
訳
A

・
K
・
ジ
ョ
ル
コ

フ
ス
キ
ー
、
J
・
K
・
シ
チ
ェ

グ
ロ
ー
フ

文
学
V
O
L

・
4

（
8

）

7

一
九
七
九
年
五
月
六
月
）

『
撰
集
抄
』
と

『
春
日
権
現
験
記
絵
』
詞
書
と
の
類
似
関
連
箇
所
は
、
左
の
ご
論
考
の
指
摘
に
I
I

ニ
を
加
え
て
纏
め
た
。

・
撰
集
抄
試
論
（
平
井
卓
郎
　
国
語
と
国
文
学
　

十
八
巻
十
号
　

昭
和
十
六
年
十
月
）

・
春
日
権
現
験
記
絵
詞
の
底
本
に
就
い
て

（
高
橋
貞
一
　
国
文
学
言
語
と
文
芸
　
昭
和
三
四

年
十
一
月
）

・
『
撰
集
抄
』
の
基
調
音
（
高
木

豊

『
芳
賀
幸
四

郎
先
生
古
希
記
念

日
本
文
化
史
研
究
』

昭
和
五
五

年

五
月

笠
間
書
院

）

・
『
日
本
の
美
術
』
N
O

・
2
0
3

春
日
権
現
験
記
絵
（
宮

次
男
　
昭
和
五

八
年
四
月
）

・
『
春
日
権
現
験
記
絵
』
詞
書
考
－

春
日
明
神
霊
験
譚
の
集
成
－

（
高
木

豊
　

『
哲
学
と
宗
教
』
江
川
忠
編
　

昭
和
五
八
年
）

・

『
撰
集
抄
』
に
お
け
る
興
福
寺
関
係
話
の
吟
味
－

成
立
論
へ
の
一

階
梯
と
し
て
I

（
小
川
豊
生
　
大
分
工

業
高
等
専
門
学
校
研
究
報

告
2
1
　

昭
和

i ．

/ ペ

一



（
9

）

l ．

/ ゝ

一

一

六
十
年
一
月
）

・

『
春
日
権
現
験
記
絵
』
と

『
撰
集
抄
』
（
高
木

豊
　

神
道
大
系

神
社
編

十
三

月
報
4
8
　

昭
和
六
十
年
三
月
）

・
春
日
権
現
験
記
絵

（
高
木

豊
　
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
　
昭
和
六
二

年
九
月
）

・
撰
集
抄
－

現
世
と
来
世
を
つ
な
ぐ
も
の
（
山
口
興
琴

『
岩
波
講
座

日
本
文
学
と
仏
教

第
三
巻

現
世
と
来
世
』

平

成
六
年
三

月
）

・
『
説
話
文
学
の
研
究

撰
集

抄
・
唐
物
語
・
沙
石
集
』
（
安
田
孝
子

和

泉
書
院

平

成
九
年
二

月
）

・
『
撰
集
抄
』
神
明
説
話
考
（
小
島
孝
之

『
説
話
論
集

第
七
集

中

世
説
話
文
学

の
世
界
』

平
成
九
年
十
月
）

・

『
撰
集
抄
』
（
桜
楓
社
）

・

『
撰
集
抄
』
上
下

（
現
代
思
潮
社
）

・

『
撰
集
抄
注
釈
』
（
撰
集
抄
研
究
会
）

『
春
日
権
現
験
記
絵
』
詞
書
に
ほ

ぼ
同

文
で
、
『
験
記
』
巻
十
七
・
十
八
詞
書
相
当
部
分
を
欠
く
伝
木
と
し
て
、
『
漸
入
仏
道
集
』
（
仏
教
文
学
研
究
二

昭
和
三

九
年
二
月
）
と

『
春
日
御
流
記
』
（
大
日
本
仏
教
全
書
八
四
）

が
知
ら
れ
て
い
る
。
『
験
記
』
詞
書
に
は
、
白
色
色
料
に
よ
る
訂
正

が
あ
り
、
こ

の

二

書
は
訂
正

前
の

本
文

を
も
つ
こ
と
で
注
目
さ
れ
る

が
、
『
験
記
』
『
漸
入
仏
道
集
』
『
春
日
御
流
記
』
三

書
の
成
立
の
上
限
を
示
す
年
代
は
、
三

書
同

じ

く
嘉
元
二
（
「

三
〇
四
」
年
で
あ

る
。
『
撰
集
抄
』
と
類
似
関
連
す
る
箇
所
に
、
白
色
色
料
に
よ

る
訂
正
は
問
題
と
し
て
関
わ
っ
て
こ
な

い
。

木
稿
「
三
」
冒
頭
に
列
記
し
た

『
撰
集
抄
』
と

『
験
記
』
詞
書
と

の
類
似
関
連
箇
所
⑧
の
瑞
相
記
述
に
つ
き
、
『
漸
入
仏
道
集
』
と

『
春
日
御
流
記
』

の
本
文
を
見
て
お
く
と
、
『
漸
大
仏
道
集
』
音
楽
空

二
聞
へ
、
異
香
室

二
満
テ
（
3
4
7

頁
）
、
『
春
日
御
流
記
』
音
楽
雲

ニ
キ
コ

ヘ
。
異
香
室
ニ
ミ
チ
テ

（
3
7
7

頁
）
。
『
撰
集
抄
』
略
本
に
は
、
音
楽
を
妓
楽
、
異
香
を
霊
香
と
す
る
も
の
（
嵯
峨
本

古
典
文
庫
2
6
9

頁
）

が
あ
る
。
広
本
で
は
、
橋
本
本
・

松
平
本
・
書
陵
部
本

が
表
記
ま

で
『
験
記
』
に
一

致
。
他
本
は
単
語
を
同
じ
く
す
る
。
一
和
僧
都
説
話
に
つ
い
て
も
、
『
撰
集
抄
』
（
松
平
本
）
と
『
験
記
』

『
漸
入
仏
道
集
』
『
春
日
御
流
記
』
の
本
文
を
比
較
し
た

が
、
四

書
は
同
文
的
で
あ
る
た
め
、『
撰
集
抄
』
に
一
番
似
る
本

文
を
見
極
め
る
の
は
困
難
で
あ
っ

た
。
『
撰
集
抄
』
の
参
照
資
料
を
敢
え
て
絞
る
な
ら
ば
、
明
恵
説
話
も
含
む
こ
と
か
ら
『
験
記
』
が
相
応
し

い
と
判
断
し

た
。

だ
が
何
人
で
あ
れ
、
春
日
社

に
奉
納
さ
れ
た
絵
巻
を
机
辺
に
置
い
て
作
話
の
資
料
に
で
き
る
と
は
思
わ
れ
な

い
。
ま
た
、
絵
巻
と
い
う
も

の
は
、
披
見

作
業
が
大
が
か
り
に
な
る
は
ず
で
、
作
話
の
資
料
に
は
向

か
な
い
。
『
漸
大
仏
道
集
』
『
春
日
御
流
記
』
の
他
に

『
験
記
』

詞
書
の
み
の
書
物
と
し
て
、『
実

隆
公
記
』
延
徳
二
（
一
四

九
〇
）
年
七
月
廿
五

日
の
記
事
に
「
春
日
霊
験
絵
詞
自
西

園
寺
進
上
云
々
」
（
続
群
書
類
従
完
成
会

巻
二
下
4
4
7

頁
）
と
見

え
、
「
春
日
霊
験
絵
在
春
日
社
」
（
4
4
5

頁
）
と

は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
絵
巻
と
は
別
に
詞
書
の
み
の
書
物
の
伝
存
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
絵
詞
（
を



『撰集抄』読解の試み

書
写
し
た
も

の
）

が
、
『
撰
集
抄
』
の
資
料
で
あ
り
え
た
可
能
性
は
な

い
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
験
記
』
詞
書
の
成
立
に
関
し
て
、
最
近
興
味
深
い
研
究

が
続
い
て
発
表
さ
れ
て

い
る
。

・

『
春
日
権
現
験
記
絵
』
成
立
と
解
脱
房
貞
慶
（
近
本
謙
介

中
世
文
学

第
四
三
号
　
一
九
九
八
年
五
月
）

・

『
絵
巻
を
読
む
歩
く
「
春
日
験
記
絵
」
と
中
世
』
（
五
味
文
彦

淡
交
社
　
一
九
九
八
年
十
一
月
）

・

『
春
日
権
現
験
記
絵
』
と
村
上
源
氏

（
野
村
卓
美

国
語
国
文

第
七
七
九
号

平
成
十
一
年
七
月
）

・

『
春
日
権
現
験
記
絵
』
と
丹
波
入
道
（
野
村
卓
美

国
語
国
文

第
七
九
三
号

平
成
十
二
年
九
月
）

『
験
記
』
の
側
か
ら
見
る
と
『
撰
集
抄
』
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
研
究

の
今
後
に
注
目
し
て
い
き
た

い
。

l 。

／ ぺ
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一

一


